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金橋鋁材集團
KAM KIU ALUMINIUM GROUP
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住所：香港給九龍尖沙咀東部科学館1号康宏プラザ北の座1817室

Add:Rm17, 18/F, Concordia Plaza, 1 Science Museum Road, 
       Tsimshatsui  East,  Kowloon, Hong Kong
電話番号5FM���������������
ファックス'BY���������������
メールボックス&NBJ M � JOGP!LBNLJV�DPN

金橋鋁材集団有限公司

Kam Kiu Aluminium Products Group Ltd.
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住所：中国広東省台山市大江鎮 石橋工業区

Add:Daj iang County,  Taishan City,  Guangdong, China
郵便番号1PTU�������
電話番号5FM�����	���
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台山市金橋型鋁材場有限公司

Taishan City Kam Kiu Aluminium Extrusion Co.,Ltd.
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製品の紹介（自動車の部品）

Product introduction (Auto Parts)

ライナー&ホルダー
Bushing & Bracket

押し出し棒材（鍛造専用）
Extruded Rod (For Forging)

バンパー及びエネルギー吸収装置
Bumper with Crash Box

縦ビーム
Longitudinal Beam 

サブフレーム
Sub-Frame

ステアリングコラム
Steering Column

シートレール
Seat Tracks

電気自動車、電池トレー
Battery Tray

電気自動車　インバー
Electric Inverter

電気自動車　モーター
Electric Motor

ラゲージラック
Roof Rack

サンルーフスライドレール
Panoramic Sunroof Rails

ダッシュボードスケルトン
Dashboard Frame



生産設備
Production Equipment

探知設備

Testing Equipment

高性能な発光分光分析装置

PMT光学パーツを通じて、 正確にアルミ合金の成分を分析できます。
シングルマトリックスとマルチマトリックスの基本仕様が揃え、 及び
微量分析機能があり、 オンライン雑物分析がよりよくできます。

力 学 性 能 测 试 仪

全寸法浸水欠陥検出という方法で、 超音波は水でカップリングし、 
アルミ棒に入ります。 
アルミ棒にクラック、ヒビなどの欠陥があると超音反射が起こし、 
超音波検出器は反射慎吾を記録し、 リアルタイムでアラームします。

アルミ棒自動超音波欠陥検出器

万能材料テスト装置

測定範囲:0-50KN, 0-200KN, 0-100KN

アルミ材断面全寸法自動測定装置

該当装置は公差に厳しい産業アルミ材に設計しております。
解像率の高い撮影技術で形材の断面の輪郭を測定できて、 自動的に報
告書をアウトプットできます。

アルミ部品CMM三次元測定機

各産業に活用されます： 例えばファースト部品とラスト部品の測
定、 チャックの検証とプロセス制御などがあります。

押しつぶしテスト

アルミ合金バンパー準静態押しつぶしシミュレーションとテストに使
用されます。

大型CNC加工センター

金橋ではハイスペックな大型、小型3軸から5軸までのCNC加工センターが配置され、 
大型で精密な加工な必要となる自動車部品に対応できます。

プレス加工

複数のプレス装置によるパンチャー加工ラインで、 ハイスペックなプレス金
型技術も揃っています。 
金橋で効率よく、 低コストで精密な自動車部品の加工が可能になります。

曲げ装置加工

自動車のバンパーは主な受身安全部品で、 事故の時運転手やほかの道路使用者の
安全にとって至極重要です。
というわけで、 各自動車生産メーカーは続々と高強度な合金で自動車のバンパー
を生産しています。

自動半田センター

金橋自動車部品工場の自動半田センターにはダブルポジション半田工房、全自動ロ
ボットマシン、 半田専属治具チャック、 自動半田装置、 スモッグ処理システム、 
快速測定センターが設置されます。
特殊加工なバンパー組立製品の企画生産量は月に11000セットです。

曲げ加工

市場が自動車のサンルーフスライドに対する大量な需要に対して、 金橋では自
動車スライド製品の生産ラインを5本設置してあります。 現在のアーク曲げ加
工装置は月3万セットの一般的なスライド製品を生産できて、 サンルーフスラ
イド製品を月1.5セットを生産できます。



研究開発センター
R&D Department

第三者総合テスト能力

研究開発センターの材料テスト能力

Prototype Shop & Lab Identified Equipment

汽车轻量化自動車の軽量化でエネルギーの消耗を有効的に節約できて、 有害物質の排出も控えて、 
環境にやさしいものです。

金橋は独自で研究開発センターを設立し、 積極的にアルミ合金が自動車軽量化の材料として持続的

に発展することに力を尽くします。

開発課題には：

强度、靱性、耐疲労性、溶接性能の高い新型アルミ合金の開発

　　　　横断面の複雑なアルミ形材の設計、 シミュレーションと生産

　　　　熱処理工程は接続性能、衝突性能への影響

　　　　接続固定はアセンブリ性能への影響

　　　　アルミ合金自動車部品（ステアリングシステム、サブフレーム、 電池トレーと

          車体シャーシー）

　　　　高強度なアミル形材パイプ材；

　　　　衝撃に強い総合部品；

　　　　成形工程（MIG\FSW\液圧成形

         成型工艺（MIG\FSW\液压胀型）

確定装置の専属店と実験室：
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